
szg-w 6mm の熱は中国の強化されたガラス製造者および製造業者を浸す

6mm の熱浸るガラス また、6mm HST ガラスと呼ばれる。6mm の熱浸る temepred ガラスの目的は自発的な壊れたの危険を減らすことである。 

NiS とは何ですか?

ニッケル硫化物 (NiS) 包接は、ガラス製造工程にニッケル豊富な元素が存在する場合に発生するまれな欠陥です。これらの元素としては、例えば、ステンレス鋼、硫黄と結合して、硫化ニッケル
含有物を形成することができる。

熱浸すテストは何であるか。

熱浸すテストは破壊的なテストである。緩和されたガラスは熱に浸るオーブンに入れられ、持って来、2時間の555度華氏の温度で握られる。硫化ニッケルを含むほとんどのガラスは、このプロセ
ス中に粉砕し、このようにガラスプロジェクトから除去される。 

熱浸漬は、ガラスがフィールドに到達する前に強化ガラスの NiS 介在物を公開するために利用されるプロセスです。これは、チャンバ内に強化ガラスを配置し、約290° c にニッケル硫化物の
膨張を加速する温度を上げることが含まれます。これは、このように、フィールド内の潜在的な破損のリスクを低減する、熱ソークチャンバー内で破るにニッケル硫化物を含むガラスを引き起こすこ
とを意図しています。

機能:

1. 熱浸すガラスは強化されたガラスの圧縮の圧力を減らす危険を運ぶ。

2. 熱浸すテストは介在物による破損の危険を減らす

3. 熱浸すテストは強化ガラスの自発的な破損に対して保護する。

4. 熱浸すテストプロセスは特に「硫化ニッケル (NiS)」の浮遊物ガラスの原料で起こる外国ボディを除去することによって強化されたガラスに長寿を加える。

仕様:

ガラス名: 6mm の熱浸した強化ガラス

ガラスの厚さ: 4mm の熱は緩和したガラス、5mm の熱浸る強化ガラス、6mm の熱浸る強化ガラス、8mm の熱は緩和したガラス、10 mm の熱浸る強化ガラス、12
mm の熱浸る強化ガラス、15 mm の熱浸る強化ガラス、19 mm の熱を浸す

ガラス色: 透明な熱はガラスを浸す、青い熱はガラスを浸す、青銅の熱はガラスを浸す、緑の熱はガラス、灰色の熱浸るガラス、超明確な熱はガラス等を浸す

ガラスの厚さ: 3300x13000mm (最大サイズ)、カスタマイズされたサイズ

プロセスの詳細: 穴、カットアウト、エッジ、安全コーナーは、CAD 図面に基づいて生成されます

品質基準:

6mm の熱浸るガラスは ISO9001 の品質システムの下で厳しく作り出され、国内および国際的な品質基準に続く渡す:

1. 6mm の熱浸るガラスは CCC を満たす (中国の安全ガラスの強制認証)

2. 6mm の熱浸るガラスは中国の強化ガラスを満たす標準 gb 15763.2。



3. 6mm の熱浸るガラスは満たすヨーロッパの安全ガラス標準 EN12150.

アプリケーション:

熱を浸すガラスがガラス自己の危険を吹き飛ばすと同時に、場所のために広く使用は安全考慮の高い注意を必要とする、大抵区域を使用することはのような安全考慮を、必要とする:

1. ガラスのファサード、ガラスカーテンウォール

2. ガラスフェンス、ガラス手すり、ガラス手すり

3. ガラス仕切り、ガラス壁、ガラス仕切りの壁

4. ガラスドア、ガラスシャワーのドア、ガラスシャワースクリーン
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